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衆
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一
及
び
二
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
専
門
委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
、
「
一
般
母
子
世
帯
の
消
費
水
準
と
の
比
較
の
観

点
か
ら
は
、
現
行
の
母
子
加
算
は
必
ず
し
も
妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
」
、
「
母
子
加
算
の
見
直
し
の
方
向
性
と
し
て

は
、
現
行
の
一
律
・
機
械
的
な
給
付
を
見
直
し
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
親
の
就
労
に
伴
う
追
加
的
な
消
費
需
要
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
世
帯
の
自
立
に
向
け
た
給
付
に
転
換
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
支
給
要
件
、
支
給
金
額
、
名
称
・
支
給
名

目
等
を
見
直
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
生
活
保
護
の
母
子
加
算
の
見
直
し
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

三
、
四
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
ひ
と
り
親
の
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
、
昨
年
度
、
世
帯
主
の
就
労
状
況
や

福
祉
事
務
所
に
よ
る
就
労
支
援
の
状
況
等
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
は
、
世
帯
主
の
就
労
状
況
や
高

等
学
校
等
へ
の
就
学
状
況
等
の
実
態
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

五
及
び
七
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
「
高
等
学
校
に
就
学
可
能
な
年
齢
の
子
ど
も
」
の
数
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
十
九
年
度
被
保
護
者
全
国
一
斉
調

査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
現
在
、
ひ
と
り
親
の
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
十
五
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
数
と
し
て
は
、
三
万
八
千
三
百
八
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二


